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1. はじめに 
近年，情報家電やセンサなどの多数の組込み機器がネッ

トワーク接続され相互通信を行うユビキタスネットワーク

環境の研究がなされている．このような環境を構成する組

込み機器は多数のベンダから提供され，アーキテクチャや

適用される通信媒体も多岐に渡る．そのため，その通信プ

ロトコルはオープンで通信媒体や機器アーキテクチャに非

依存であることが求められる．一方，インターネットでの

Web サービスを実現する通信プロトコルとして SOAP[1]が
ある．SOAP は，上記条件を満たす通信プロトコルであり，

組込み機器適用のための実装も行われている[2]． 
しかし，通常，組込み機器はそのメモリ容量の制限が厳

しく，システムを構成する組込み機器に XML パーサを含

む SOAP 通信機能を搭載するのが困難な場合がある．この

ような場合，一般に，プロキシサーバを機器とクライアン

トとの間に配置し，プロトコル変換を行う方式がとられる

[3]．この方式では，クライアントが，機器ではなくプロキ

シサーバにアクセスする必要がある．例えば，RS485 上で

組込み機器同士が通信する場合や，IPv6 環境でセキュアな

通信をクライアントと機器とが通信する場合に，SOAP 通

信を行うクライアントは，通信相手機器(サーバ)が SOAP
通信を行わないことを知り，プロキシサーバにアクセスす

る必要がある． 
上記課題を解決するため，本稿では，XML パーシング

処理は機器に特化した処理でないこと，機器に依存した情

報は WSDL(Web Services Description Language)ファイルで

定義されること，小規模な組込み機器では，その扱うデー

タ型が単純である場合が多いことに着目し， XML パーサ

機能を組込み機器外に配置する分散プロトコル処理方式を

提案する．本方式により，クライアントに対して，XML
パーサ機能を内部に持たない組込み機器が直接 SOAP PRC 
(Remote Procedure Call)機能を提供する． 

 

2. 組込み機器における SOAP RPC の検討 

2.1 内部実装処理 
組込み機器の典型的な内部実装として，スイッチの制御

の場合をとりあげる．以下は，C 言語における実装例であ

る． 
 
 

int controlSwitch (int ControlValue) 
{ 
    // ControlValue に応じたスイッチ制御 
    // ... 
} 
 
本例では，関数 controlSwitch に与える引数の値(例えば 0

または 1)によって，スイッチ状態の変更を行う． 
 

2.2  SOAP RPC と内部実装との対応 
前記スイッチを提供する組込み機器に対して SOAP RPC

によって制御を行う場合，機器の内部実装機能を SOAP で

規定される XML ドキュメントのタグと要素にマッピング

させなければならない．以下に，前記スイッチ制御関数に

対応する SOAP RPC の，属性および名前空間プレフィック

スを除く XML ドキュメント部分の例を示す． 
 
<SwitchControl> 
     <Value>1</Value> 

 </SwitchControl> 
 
なお，内部処理関数の引数や戻り値が C 言語構造体型な

どで，XML Schema[4]で定義される基本データ型でない場

合，シリアライズされた SOAP メッセージは複雑になる．

本稿では，XML パーサが搭載できない程度にメモリ容量

制限がある組込み機器の場合, 機器にアクセスするための

データ型は数値や文字列など XML Schema で定義される基

本データ型であると仮定し以降の議論の対象とする． 
一方，XML ドキュメント内の任意のタグは XPath[5]に

よって一意に指定することが可能である．また，SOAP メ

ッセージは<Envelope>,<Header>,<Body>要素からなる固定

的な構造の XML ドキュメントである．これにより，SOAP 
RPC リクエストの<Body>要素のうち組込み機器制御メソ

ッドおよび引数に対応する部分を XPath 式で表現すること

が可能となる． 
以上の検討から，組込み機器外部に XML パーサを配置

した場合においても，XPath 式により XML ドキュメント

部分を指定することで SOAP リクエストに対応した組込み

機器内部処理を実現可能である．また，上記検討において，

通信トランスポート層に依存する点はない． 
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3. 提案方式と通信シーケンス 
前章での検討に基づき，XML パーサ機能を持たない組

込み機器が，クライアントにたいして SOAP RPC サーバと

して振舞うことを可能とする分散プロトコル処理方式を提

案する．  

3.1 提案方式を実現するシステム構成例 
図 1 に，本稿で提案する分散プロトコル処理による組み

込み機器向けシステムの構成例を示す． 

 

 
本システムは，ネットワークに接続されたクライアント，

組込み機器，SOAP XML パーサノード(以下パーサノード)
からなる．なお，ここでのネットワークは，IP ネットワー

クである必要はなく，例えば，RS485 によるシリアル通信

路などでも良い． 
組み込み機器は，スイッチや温度計など，比較的小規模

な監視制御対象としてのデバイスを持つ．これら機器は，

クライアントに対する SOAP サーバとして動作する．また，

組込み機器は，前節で検討した XPath と内部実装処理とを

対応付ける XPath テーブル(図 2)と１つ以上の対応するパ

ーサノードのアドレスを持つ． 
パーサノードは，組込み機器ごとの WSDL ファイルを持

ち，SOAP RPC リクエストの XML ドキュメントの妥当性

検証の他，名前空間名やメソッドと引数の対応など検証を

行う． 
SOAP リクエストを受信した組込み機器は，対応するパ

ーサノードに対して，XML パーシング処理をパーサノー

ドに委託する．これにより，組込み機器内部に XML パー

サを持つことなく受信した SOAP リクエストに対応した処

理を行うことを可能とする． 

3.2 通信シーケンス 
以下に，本システムにおける通信シーケンス例(正常ケ

ース)を図 3 に対応して示す． 
（１） SOAP リクエストを組込み機器が受信． 

 
（２） 組込み機器は，受信した SOAP リクエストをパ

ーサノードに送付(2-1)．パーサノードでの検証

後，応答を組込み機器に返す(2-2)． 
（３） 組込み機器は，XPath テーブルにある XPath 文

字列をパーサノードに送付(3-1)，パーサノード

は SOAP リクエストの XML ドキュメント内の

値を組込み機器に返す(3-2)． 
（４） 組込み機器は，得られた値をもとに対応する内

部実装関数を実行． 
（５） 実行結果に対応した SOAP レスポンスをクライ

アントに応答として返す．なお，Fault 時を含む

SOAP レスポンスは XML ドキュメントテンプ

レートに実行結果を設定することで作成する． 

4. おわりに 
本稿では，XML パーサ機能を組込み機器外部に配置し

た分散プロトコル処理方式を提案した．本方式により，組

込み機器が XML パーサ機能を持つことなく，SOAP サー

バとして機能を提供できる． 
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